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戦争以上の忍耐と努力

「現場主義」を旨に、臨機応変なサポートを

“チャンダ’'づくめのモスクができる

17年ならした手料理の腕で事業に参加

好奇心と疑問が仕事を進めてゆ く

たくまざる「農業指導」の成果

アフガン版「竹取物語」その3

ワーカー OB報告①現地で学んだ支援の原点 医師を目指 します

自分の先入観を克服していかに虚心になり うるか

表紙絵 月を観る人々（画・甲斐大策）

中 村 哲

芹沢誠治

松永賃明

荒野一夫

近藤真一

進藤陽一郎

鬼木稔

大越猛

中村哲

ベシャワール会は、1983年9月、中村医師のバキスタンでの医療活動を支援する目的で結成されました。
彼の活動を支援するとともに、アジアの人々 についての理解を深めていきたいと願っています。
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は
混
沌
と
し
て
い
ま
す
。
カ
ー
ブ
ル
や
ジ
ャ
ラ
ラ
バ

1
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
点
に
達
し
た
用

か
ん
が
い

し
か
し
、
泄
漑
用
水
路
計
画
も
災
難
続
き
で
し
た
。

ま
し
た
。

土
石
流
に
襲
わ
れ
る

〇
軍
に
―

1
0
名
の
戦
死
」
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
さ
れ

る
平
和
な
農
村
の
回
復
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

バ
ー
ン
兵
を
殺
害
、
英
国
部
隊
を
は
じ
め
、

N
A
T

て
い
る
そ
う
で
す
。
九
月
初
め
「
二

0

0
名
の
タ
リ

（
世
界
食
糧
計
画
）

は
国
民

ー
ビ
ス
）
と
し
て
は
、
東
部
の
旱
魃
対
策
に
全
力
を

支
援
部
隊
）
が
米
軍
の
要
請
で
展
開
、
激
戦
が
続
い

九
三
％
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
生
産
さ
れ
て
い
る
と

（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
医
療
サ

都
カ
ー
ブ
ル
を
出
な
か
っ
た

I
S
A
F

と
こ
ろ
で
す
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
南
部
で
は
、

タ
リ
バ
ー
ン
勢
力

の
大
攻
勢
が
始
ま
り
、
既
に
面
の
実
効
支
配
が

一
部

（
国
際
治
安

そ
の
直
後
に
、
他
な
ら
ぬ
ア
フ
ガ
ン
政
府
が
、

「
犠
牲
者
の
多
く
が
一
般
市
民
だ
」
と
報
道
、
情
勢

ー
ド
の
大
都
市
で
も
外
国
軍
に
対
す
る
襲
撃
が
頻
発

す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
「
見
え
な
い
敵
」
に

対
し
て
、
外
国
軍
は
兵
力
の
増
強
を
図
り
、
英
軍
四

現
政
府
の
中
に
も
変
化
が
あ
り
、
法
務
省
が
旧
タ

リ
バ
ー
ン
政
権
の
イ
ス
ラ
ム
法
を
事
実
上
復
活
、
名

指
し
を
避
け
な
が
ら
「
外
国
に
よ
る
干
渉
」
に
い
ら

だ
ち
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。
世
界
の
非
合
法
麻
薬
の

国
連
も
憂
慮
、

W
F
P

の
半
数
が
餓
え
に
直
面
す
る
と
訴
え
て
い
ま
す
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
過
去
最
悪
の
事
態
に
直
面
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
私
た
ち
が
以
前
か
ら
訴
え
て

き
た
こ
と
の
帰
結
で
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
混

か
ん
ば
つ

乱
の
背
景
に
史
上
最
悪
の
大
旱
魃
が
あ
り
、
人
々
が

追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
事
実
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が

こ
の
た
め
、

P
M
S
 

注
ぎ
、
少
し
で
も
飢
餓
を
緩
和
し
、
自
給
自
足
で
き

今
年
四
月
、

に
実
現
し
た
と
報
ぜ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
首

0
加
盟
諸
国
か
ら
増
派
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
熱
い
夏
が
過
ぎ
、

や
っ
と
山
場
を
越
し
た

0
0
0
名
を
筆
頭
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や

N
A
T

み
な
さ
ん
、
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。

混
乱
の
背
景
に
旱
魃

P
M
S
（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
医
療
サ
ー
ビ
ス
）
総
院
長

中
村
哲

戦
争
以
上
の
忍
耐
と
努
力

天
・
地
・
人
の
壮
大
な
構
図
の
中
で
実
感

意
外
に
報
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。

土石流によって埋った取水口
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し
た
。
こ
れ
は
米
軍
下
請
け
の
道
路
会
社
が
自
然
の

ヵ涸
れ
川
の
流
路
を
無
視
し
て
、
そ
の
上
に
施
設
を
建

設
し
た
た
め
で
す
。
取
水
口
は
ジ
ャ
リ
バ
バ
渓
谷
の

下
流
に
相
当
し
、
上
流
で
雨
が
降
る
と
、
激
し
い
流

れ
が
水
路
を
襲
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
私
た
ち
は

「
涸
れ
川
橋
」
で
自
然
の
流
れ
を
導
い
て
い
ま
し
た
。

烈
な
土
石
流
が
襲
い
、
埋
め
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
い
ま

進
展
し
て
い
ま
す
が
、
七
月
二
四
日
、
取
水
口
を
猛

水
路
は
計
一
五
0

0
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
潤
し
、
さ
ら
に

土石流に襲われた用水路。柳によって守られた蛇籠の護岸は無事だった

よ
う
に
求
め
ま
し
た
。

に
あ
ふ
れ
さ
せ
、
取
水
口
か
ら

と
こ
ろ
が
、
急
激
な
士
石
流
は
大
量
の
水
を
水
路

か
、
多
少
の
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。

三
メ
ー
ト
ル
以
上
に
し

か
く
回
復
し
た
農
地
を
耕
す
人
々
は
落
胆
し
ま
し
た
。

「
日
本
人
が
作
り
、
米
国
が
壊
し
た
」
と
さ
さ
や
か

れ
、
道
路
会
社
を
警
備
し
て
い
た
ア
フ
ガ
ン
人
兵
隊

さ
え
反
感
を
隠
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

蛇
籠
の
護
岸
び
く
と
も
せ
ず

季
節
は
コ
メ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
熟
成
期
に
入
っ

て
い
ま
す
。
い
ま
水
が
涸
れ
る
と
、
秋
の
収
穫
は
大

打
撃
を
受
け
ま
す
。
七
月
二
九
日
現
場
に
戻
っ
た
小

生
は
、
「
先
ず
、
水
を
通
せ
！
本
格
的
な
改
修
は

稲
刈
り
後
だ
」
と
指
令
す
る
一
方
、
米
軍
当
局
者
と

交
渉
、
地
形
を
説
明
し
て
自
然
の
流
路
を
確
保
す
る

「Y
o
u

are too optimistic! 
(
君
ら
は
甘
い
！
）
こ
の

微
妙
な
時
期
に
、
水
路
の
水
が
途
絶
え
る
と
、
食
い

詰
め
た
住
民
が
ど
う
思
う
か
。
今
ま
で
何
度
も
誘
拐
、

襲
撃
を
受
け
た
君
た
ち
な
ら
分
か
る
だ
ろ
う
。
住
民

た
ち
の
反
応
次
第
で
、
我
々
は
引
き
上
げ
を
検
討
す

復
工
事
を
始
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
士
石
流
災
害
は
図
ら
ず
も
水
路
の

強
靭
さ
を
実
証
し
た
の
で
し
た
。

れ
た
の
は
、
取
水
口
周
り
の
門
番
小
屋
や
手
す
り
なじ

ゃ

ど
の
付
け
足
し
た
部
分
で
、
柳
の
根
に
守
ら
れ
た
蛇

か
ご籠

の
護
岸
は
び
く
と
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
将
来
の

予
定
取
水
量
毎
秒
八
ト
ン
を
得
る
に
は
、
幅
六
メ
ー

ト
ル
の
流
路
の
水
深
を
一

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
固
定
水
深
が
約

0
•

五
メ
ー
ト
ル
、
果
た
し
て
水
路
壁
が
耐
え
得
る

し
ま
し
た
。

•
五
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
ま
で
何
と
水
深
一

1

一
メ
ー
ト
ル
の
洪
水
が
流
下
し
ま

し
た
。
当
然
、
水
は
水
路
の
土
手
を
越
え
、
か
つ
て

脆
弱
だ
っ
た
部
分
か
ら
ク
ナ
ー
ル
河
の
方
へ
流
れ
出

で
も
過
去
二
年
間
の
改
修
を
重
ね
た
決

一
見
派
手
に
壊
さ

「
復
旧
に
一
年
か
か
る
」
と
の
噂
が
流
さ
れ
、
せ
っ

ら
く
、
ゆ
と
り
が
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

て
い
ま
す
。
当
方
の
警
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
お
そ

米
軍
民
生
局
と
下
請
け
は
動
か
な
い
の
で
す
。
普
段

現
在
、
水
路
の
上
流
地
方
、

ク
ナ
ー
ル
州
や
ヌ
ー

リ
ス
タ
ン
地
方
で
農
民
の
反
抗
が
広
が
り
、
米
軍
の

活
動
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
補
給

線
の
確
保
に
猛
ス
ピ
ー
ド
で
道
路
舗
装
が
進
め
ら
れ

る
。
君
ら
が
住
民
と
対
応
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
雨

季
は
九
月
ま
で
続
く
。
土
石
流
は
明
日
再
び
く
る
か

も
知
れ
ぬ
。
急
い
で
い
た
だ
き
た
い
」

実
際
、
こ
れ
ほ
ど
の
強
硬
な
態
度
に
出
な
い
と
、

威
圧
的
な
当
局
者
は
、
少
し
神
妙
に
見
え
ま
し
た
。

偶
然
か
、
こ
の
交
渉
直
後
に
再
び
雨
が
降
り
、
慌
て

た
会
社
は
こ
ち
ら
の
指
示
に
従
っ
て
自
然
流
路
の
修
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せ
ん
で
し
た
。
今
年
は
異
例
の
少
雨
で
、
私
た
ち
も

で
も
甘
か
っ
た
の
は
米
軍
当
局
だ
け
で
は
あ
り
ま

シ
ギ
用
水
路
へ
の
送
水
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
渇
水

再
び
土
石
流
ー
ー
多
く
の
民
家
が
流
失

1
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
点
の
新
設
水
門
が
開
か
れ
、

農
民
た
ち
は
狂
喜
し
ま
し
た
。

0
日
に
は
灌
漑
が
再
開
、
秋
の
収
穫
を
諦
め
て
い
た

い
警
告
を
送
っ
て
き
ま
す
。

全
開
さ
せ
、
水
圧
で
強
引
に
士
砂
を
流
さ
せ
、
待
ち

構
え
た
重
機
を
フ
ル
稼
働
し
て
流
れ
て
く
る
大
き
な

砂
利
を
す
く
い
上
げ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
七
月
三

験
に
な
り
ま
し
た
。
自
然
は
恵
み
も
も
た
ら
し
ま
す

壊
部
は
補
強
の
結
果
、
全
く
無
傷
だ
っ
た
の
で
す
。

し
ゅ
ん
せ
つ

浚
渫
の
手
間
に
時
間
が
か
か
る
と
見
て
、
水
門
を

0

0
年
前
に
で
き
た
モ
ス
ク
が
流
失
、
多
く
の
民
家

全壊に近い被害を受けた取水口のチョキダール（守衛）小屋

更
に
八
月
一
五
日
、
畳
一
枚
も
あ
る
よ
う
な
巨
石

先
端
五

0

0
メ
ー
ト
ル
を
埋
め
つ
ぶ
し
ま
し
た
。

り
、
八
月
四
日
、
大
量
の
土
砂
を
含
ん
だ
水
が
工
事

す。 f
し、

訃

い
っ
そ
う
の
御
理
解
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま

ア
ラ
イ
村
は
大
渓
谷
・
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
の
下
流
に
当

た
り
ま
す
。
こ
の
渓
谷
の
規
模
は
、
取
水
口
近
く
の

ジ
ャ
リ
バ
バ
渓
谷
の
数
百
倍
は
優
に
あ
り
ま
す
。
三

は
自
然
の
暴
れ
川
の
猛
威
を
忘
れ
て
い
ま
し
た
。
取

水

D
の
復
旧
直
後
、
急
い
で
計
画
変
更
を
行
お
う
と

し
た
矢
先
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
渓
谷
上
流
に
降
雨
が
あ

を
転
が
し
な
が
ら
、
再
び
濁
流
が
押
し
寄
せ
、
水
圧

が
道
路
を
も
め
く
り
あ
げ
て
破
壊
、
中
流
域
で
は
二

が
濁
流
に
飲
み
込
ま
れ
ま
し
た
。
新
設
の
分
水
路
は

危
機
一
髪
で
し
た
。
設
計
と
方
針
を
大
幅
に
修
正
し
、

き
も胆

の
冷
え
る
思
い
が
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
よ
い
経

が
、
人
間
が
自
然
の
掟
を
忘
れ
る
と
、
無
言
で
激
し

そ
れ
で
も
、
渇
水
に
悩
む
シ
ェ
イ
ワ
、
シ
ギ
の
両

既
存
用
水
路
へ
送
る
分
水
路
を
八
月
末
ま
で
に
完
成
、

地
獄
と
戦
火
の
拡
大
、
こ
の
殺
伐
た
る
冊
界
の
中
で
、

月
以
来
、

一
滴
も
雨
が
降
ら
ず
、
油
断
し
た
私
た
ち

油
断
し
て
い
ま
し
た
。
水
路
工
事
の
先
端
、

ブ
デ
ィ

せ
め
て
も
の
オ
ア
シ
ス
で
す
。
と
は
い
え
、
安
全
と

平
和
は
歩
い
て
来
な
い
、
戦
争
以
上
の
忍
耐
と
努
力
、

自
然
と
の
共
存
の
知
恵
が
要
る
こ
と
を
、
天
・
地
・

人
の
壮
大
な
構
図
の
中
で
実
感
さ
せ
ら
れ
た
熱
い
夏

で
あ
り
ま
し
た
。

作
業
は
今
も
な
お
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
に

あ
っ
て
私
た
ち
の
事
業
を
支
え
て
下
さ
る
方
々
に
感

中
村
哲
（
な
か
む
ら
て
つ
）
九
州
大
学
医
学
部
卒
。
専

門
1
1
神
経
内
科
（
現
地
で
は
内
科
・
外
科
も
こ
な
す
）
。

国
内
の
病
院
勤
務
を
経
て
、
一
九
八
四
年
パ
キ
ス
タ
ン

北
西
辺
境
州
の
州
都
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
赴
任
。
以
来
二

十
年
に
わ
た
り
ハ
ン
セ
ン
病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
を
柱

に
し
た
、
貧
民
層
の
診
療
に
携
る
。
一
九
八
六
年
か
ら

は
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
た
め
の
事
業
を
開
始
、
ア
フ
ガ
ン

北
東
山
岳
部
に
三
つ
の
診
療
所
を
設
立
。
九
八
年
に
は

基
地
病
院

P
M
S
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
建
設
。
ま
た
病

院
・
診
療
所
で
患
者
を
待
つ
だ
け
で
な
く
、
パ
キ
ス
タ

ン
北
部
山
岳
地
帯
の
診
療
所
を
拠
点
に
巡
固
診
療
も
行

っ
て
い
る
。
二

0
0
0
年
以
降
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

を
襲
っ
た
大
旱
魃
対
策
の
た
め
の
水
源
確
保
（
井
戸
掘

り
・
カ
レ
ー
ズ
の
復
旧
。
作
業
地
千
四
百
ヶ
所
以
上
）

事
業
を
実
践
。
さ
ら
に
―

1
0
0
二
年
春
か
ら
ア
フ
ガ
ン

東
部
山
村
で
の
長
期
的
復
興
計
画
「
緑
の
大
地
計
画
」

を
継
続
、
二

0

0
三
年
春
か
ら
は
そ
の
一
環
と
し
て
灌

漑
水
利
計
画
に
着
手
。
年
間
診
療
数
約
九
万
人

(
=
1
0

0
五
年
度
）
。
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日
本
人
ワ
—
カ
ー
は
一
枚
岩
で

ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
、
渉
外
担
当
芦
ハ

iR琴
呼
治
I

「
現
場
主
義
」
を
旨
に
、

臨
機
応
変
な
サ
ポ
ー
ト
を

＊
ワ
ー
カ
ー
通
信

昨
年
の
九
月
に
オ
フ
ィ
ス
の
責
任
者
と
な
っ
て
か
ら
、

会
計
の
松
永
君
、
後
に
横
山
君
と
代
わ
っ
た
杉
山
君
と
一
―
―

人
で
、
ア
レ
ヨ
ア
レ
ヨ
と
言
い
な
が
ら
、
一
年
が
経
ち
ま

し
た
。
な
ん
だ
か
や
た
ら
仕
事
が
多
く
、
滅
茶
苦
茶
忙
し

か
っ
た
気
も
し
ま
す
が
、
過
ぎ
去
っ
て
み
れ
ば
、
与
え
ら

れ
た
仕
事
に
、
大
き
な
失
敗
も
な
く
、
狙
っ
た
通
り
の
仕

事
が
や
れ
た
か
な
と
、
今
、
静
か
に
振
り
返
っ
て
い
る
の

で
す
が
…
…
。

オ
フ
ィ
ス
の
仕
事
を
、
①
毎
日
の
ル
ー
テ
ィ
ン
・
ワ
ー
ク

②
外
を
中
心
と
し
た
、
突
然
の
仕
事
③
オ
フ
ィ
ス
移
転

に
当
た
り
、
新
し
い
体
制
を
作
る
こ
と
、
と
大
き
く
三
つ

に
分
け
て
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
ず
れ
の
仕
事
を
す

る
に
し
て
も
、
「
現
場
第
一
主
義
」
、
オ
フ
ィ
ス
は
生
き
物

で
あ
る
現
場
に
対
し
て
、
臨
機
応
変
の
サ
ポ
ー
ト
に
徹
す

る
と
い
う
姿
勢
を
薇
初
に
打
ち
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
オ

フ
ィ
ス
に
携
わ
る
三
人
の
考
え
方
が
多
少
違
う
の
は
仕
方

な
い
が
、
問
題
が
生
じ
た
と
き
は
、
常
に
日
本
人
ワ
ー
カ

ー
は

一
枚
岩
と
な
っ
て
事
に
当
た
る
こ
と
を
確
認
し
て
、

仕
事
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

毎
日
の
突
発
事
件
を
処
理

ル
ー
テ
ィ
ン
・
ワ
ー
ク
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
こ
れ
が

大
変
。
①
カ
ナ
ル
（
用
水
路
）
、
ウ
ェ
ル
ズ
（
井
戸
）
の

各
現
場
の
機
材
・
資
材
の
購
入
と
ア
レ
ン
ジ
②
重
機
・
車

輌
・
燃
料
・
ド
ラ
イ
バ
ー
の
手
配
③
ス
タ
ッ
フ
約

一
0
0

名
、
レ
イ
バ

ー
を
加
え
四
0
0
名
近
く
に
な
る
人
達
の
出

欠
席
・
遅
刻
早
退
・
残
業
手
当
の
管
理
と
給
料
計
算
。

車
輌
の
ア
レ
ン
ジ
は
杉
山
君
が
基
本
と
な
る
シ
ス
テ
ム

を
作
っ
て
く
れ
、
会
計
は
給
料
の
配
布
か
ら
苦
情
の
処
理

ま
で
、
心
優
し
い
松
永
君
が
、
コ
ワ
モ
テ
で
身
体
を
張
っ

て
引
き
受
け
て
く
れ
ま
し
た
。

渉
外
中
心
の
突
然
の
仕
事
、
こ
れ
は
起
き
て
み
な
い
と

分
か
り
ま
せ
ん
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
無
断
欠
席
、
ス
タ
ッ
フ

の
解
雇
•
新
規
採
用
の
よ
う
な
小
さ
な
事
か
ら
、
地
主
・

大
家
と
の
契
約
、

N
G
O
や
政
府
と
の
交
渉
、
さ
ら
に
は

交
通
事
故
・
盗
難
事
件
・
強
盗
事
件
・
セ
ク
ハ
ラ
事
件
、

と
き
に
は
長
老
会
議
が
必
要
に
な
る
住
民
間
の
争
い
ま
で
、

毎

H
必
ず
封
建
社
会
で
の
出
来
事
の
よ
う
な
突
発
事
件
が

起
き
ま
し
た
。
も
う
あ
ま
り
毎
日
の
こ
と
な
の
で
、
ち
い

と
も
驚
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
い
か
に
、
早
く
、
正
確
に
、

き
ち
ん
と
、
あ
と
腐
れ
が
な
い
よ
う
に
処
理
す
る
か
、
が

私
の
役
割
で
す
。
や
っ
か
い
と
い
え
ば
、
や
っ
か
い
な
仕

事
で
す
が
、

P
M
S
の
基
本
方
針
と
原
則
を
踏
ま
え
、
腹

灌漑が始まった地域で、田畑の耕作に勤しむ地元の農民

改
革
は
急
い
で
は
な
ら
な
い

を
決
め
て
事
に
当
た
れ
ば
、
い
ち
い
ち
、
中
村
先
生
を
煩

わ
せ
な
く
て
も
、
治
ま
る
所
へ
、
き
ち
ん
と
治
ま
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

一
番
大
切
な
仕
事
は
、
山
積
み
さ
れ
て
い
た
問
題
を
処

理
し
て
、
オ
フ
ィ
ス
の
新
し
い
体
制
を
つ
く
る
こ
と
で
す

が
、
新
事
務
所
を
建
設
し
て
引
っ
越
し
が
す
ん
だ
も
の
の
、

ま
だ
終
わ
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
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私
は
せ
っ
か
ち
な
性
格
で
、
今
日
の
仕
事
を
明
日
に
延

ば
す
の
は
嫌
い
な
の
で
す
。
年
を
取
る
と
、
ま
す
ま
す
、

仕
事
を
明
日
に
延
ば
し
ま
た
翌
日
考
え
る
ハ
メ
に
な
る
の

は
、
苦
手
・
面
倒
に
な
る
の
で
す
。

「も
の
の
改
革
は
急
い
で
は
な
ら
な
い
」
。
こ
れ
が
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
に
来
て
学
ん
だ
こ
と
の

―
つ
で
す
。

オ
フ
ィ
ス
の
体
制
の
改
革
と
な
れ
ば
、
ど
う
し
て
も
上

か
ら
の
改
革
に
な
り
ま
す
。
上
か
ら
の
改
革
と
な
れ
ば
、

も
し
下
の
事
情
が
分
か
っ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
良
か
れ

と
思
っ
て
や
っ
た
に
し
ろ
、
押
し
つ
け
・
改
悪
に
し
か
な

り
ま
せ
ん
。
現
在
の
状
態
が
問
題
で
あ
る
に
し
て
も
、
こ

う
な
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
時
間
・
事
情
・
成
り
行
き
が

あ
っ
た
訳
で
、
そ
れ
に
は
、
こ
の
土
地
の
生
活
・
習
慣
・

風
俗
・
宗
教
・
物
の
考
え
方
が
、
嫌
が
応
で
も
含
ま
れ
て

い
な
い
訳
が
な
い
。
例
え
ば
そ
れ
を
、
こ
の
土
地
へ
来
て

一
年
に
も
な
ら
ぬ
者
が
、
合
理
性
一
本
で
変
革
す
る
こ
と

な
ん
か
で
き
る
わ
け
が
な
い
。
誰
が
見
て
も
不
正
と
見
え

る
現
象
に
し
て
も
、
正
義
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
簡
単
に

手
を
つ
け
る
訳
に
は
い
か
な
い
の
で
す
。

こ
の

一
年
間
に

「オ
フ
ィ
ス
の
規
則
」
「
ド
ラ
イ
バ
ー

ズ
・
ル
ー
ル
」
「
新
規
井
戸
掘
削
の
手
順
と
方
法
」
な
ど

を
作
り
、
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
語
と
英
語
で
配
布
し
ま
し
た
。

し
か
し
規
則
を
作
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
ル
ー
ル
厳
守
に

拘
っ
て
は
い
ず
、
時
に
応
じ
ど
う
運
用
す
る
か
、
こ
そ
が

大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
物
品
購
入
の

シ
ス
テ
ム
」
「
物
品
管
理
の
方
法
」
を
構
築
し
な
い
と
い

け
な
い
の
で
す
が
、
ゆ
っ
く
り
腰
を
落
ち
着
け
て
、
現
地

の
人
達
が
心
か
ら
納
得
す
る
形
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

II

チ
ャ
ン
ダ
＂

灌
漑
用
水
路
建
設
担
当

松
永
貴
明

ち
ょ
う
ど
半
年
ほ
ど
前
。
新
事
務
所
の
落
成
式
の
と
き

に
中
村
先
生
か
ら
こ
う
い
う
発
表
が
あ
っ
た
。

「
こ
の
新
事
務
所
敷
地
内
に
モ
ス
ク
（
イ
ス
ラ
ム
礼
拝
所
）

を
建
て
る
！
」
と
。

そ
う
い
う
こ
と
で
始
ま
っ
た
モ
ス
ク
建
設
だ
が
、
ま
ず

始
め
た
こ
と
い
え
ば
募
金
。
通
常
、
現
地
で
は
モ
ス
ク
を

建
て
る
際
、
ま
ず
資
金
と
な
る
お
金
を
集
め
る
。
こ
れ
は

当
た
り
前
で
あ
る
。
お
金
が
な
い
と
モ
ノ
は
建
た
な
い
。

で
は
ど
こ
か
ら
集
め
て
く
る
の
か
。
一
般
の
人
た
ち
か
ら

集
め
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

「
モ
ス
ク
を
建
て
る
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
寄
付
し
て
く
れ
ん

か
ね
。
ホ
ダ
ー
ホ
シ
ャ
リ
ー
ギ
（
神
様
が
お
喜
び
に
な
り

ま
す
よ
）
」

な
ど
と
言
い
な
が
ら
、
モ
ス
ク
建
設
の
主
催
者
は
路
上

に
立
っ
て
募
金
活
動
。
道
ゆ
く
人
た
ち
は
み
な
信
仰
心
の

篤
い
ム
ス
ル
マ
ー
ン
（
イ
ス
ラ
ム
教
徒
）
で
、
モ
ス
ク
を

建
て
る
ん
な
ら
ワ
シ
も
手
伝
わ
な
あ
な
ら
ん
な
ぁ
、
と
ば

か
り
に
な
け
な
し
の
お
金
を
寄
付
す
る
。

こ
う
い
う
光
景
を
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
よ
く
見
か
け

”
チ
ャ
ン
ダ
II

づ
く
め
の

モ
ス
ク
が
で
き
る

る
。
す
で
に
中
村
先
生
か
ら
の
寄
付
も
あ
っ
た
の
だ
が
、

形
だ
け
で
も
い
い
か
ら
と
思
っ
て
、
ス
タ
ッ
フ
か
ら
も
お

金
を
募
る
こ
と
に
し
た
。
ち
な
み
に
こ
う
い
っ
た
寄
付
の

こ
と
を
こ
こ
の
言
葉
で
”
チ
ャ
ン
ダ
“
と
い
う
ら
し
い
。

事
務
長
の
芹
沢
さ
ん
が
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
作
っ
て
持

っ
て
き
た
募
金
箱
（
チ
ャ
ン
ダ
箱
と
勝
手
に
命
名
）
を
事

務
の
ア
フ
ガ
ン
人
責
任
者
エ
ン
ジ
ニ
ア
・
ハ
ビ
プ
ラ
に
手

渡
し
、
朝
礼
の
時
に
ス
タ
ッ
フ
に
説
明
を
し
て
も
ら
っ
た
。

「
と
い
う
わ
け
で
、
お
金
を
集
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ

い
て
は
こ
の
箱
に
お
金
を
入
れ
る
よ
う
に
」

と
な
ぜ
か
命
令
口
調
で
言
っ
た
直
後
、
お
も
む
ろ
に
胸

ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
千
ル
ビ
ー
札
を
抜
き
取
り
、
頭
上
に
掲
げ

て
、
急
降
下
で
チ
ャ
ン
ダ
箱
に
放
り
込
ん
だ
。
そ
ん
な
大

金
を
入
れ
る
と
は
思
わ
ず
、
私
は
驚
い
た
。
よ
く
よ
く
考

え
た
ら
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
・
ハ
ビ
ブ
ラ
は
見
栄
っ
張
り
で
あ

っ
た
。
い
や
い
や
、
大
な
り
小
な
り
ア
フ
ガ
ン
人
は
一
般

的
に
見
栄
っ
張
り
で
あ
る
。
ま
し
て
や
社
会
的
地
位
の
高

い
彼
で
あ
る
。
見
栄
の
張
り
方
が
尋
常
で
は
な
い
。
千
ル

ピ
ー
は
換
算
す
る
と
二
千
円
ほ
ど
だ
が
、
ア
フ
ガ
ン
人
に

と
っ
て
は
大
金
で
あ
る
。

P
M
S
の
守
衛
の
初
任
給
が
七

千
円
強
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ア
フ
ガ
ン
人
に
と
っ
て
の
二

千
円
の
価
値
を
想
像
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
う
。

も
ち
ろ
ん
、
彼
が
見
栄
だ
け
で
千
ル
ピ
ー
も
の
大
金
を

出
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
思
う
。
九
割
以
上
は
彼
の
篤
い

信
仰
心
に
よ
る
も
の
だ
と
信
じ
て
や
ま
な
い
。

セ
メ
ン
ト
も

II

チ
ャ
ン
ダ
“

集
め
ら
れ
た
お
金
は
会
計
担
当
で
あ
る
私
が
管
理
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
あ
る
日
、
事
務
職
員
の
ア
ブ
ド
ウ
ル
・

ア
ハ
ッ
ド
こ
と
ア
ハ
ッ
ド
・
ジ
ャ
ン
が
や
っ
て
き
て
こ
う
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言
っ
た
。

「
モ
ス
ク
用
に
セ
メ
ン
ト
を
買
う
か
ら
、
お
金
出
し
て
く

れ」「
お
う
、
い
い
よ
。
何
袋
買
う
の
？
」

「
ま
ず
は
一
五
袋
で
様
子
見
。
一
度
に
た
く
さ
ん
買
っ
て
、

あ
ま
っ
た
ら
寄
付
金
が
も
っ
た
い
な
い
や
ろ
」

と
言
う
の
で
、
ひ
と
ま
ず
セ
メ
ン
ト
一
五
袋
分
の
お
金

を
渡
し
た
。
数
時
間
後
、
ア
ハ
ッ
ド
・
ジ
ャ
ン
が
セ
メ
ン

ト
を
買
っ
て
き
た
と
い
う
の
で
、
数
を
確
認
し
に
行
っ
て

み
る
と
、
セ
メ
ン
ト
が
一
五
袋
と
二
袋
。
え
っ
、
二
袋
！

な
ん
ど
数
え
て
も
ト
ー
タ
ル
一
七
袋
゜

「
ア
ハ
ッ
ド
・
ジ
ャ
ン
、
ど
う
見
て
も
二
袋
多
く
ね
ぇ

か
？
」と

ア
ハ
ソ
ド
・
ジ
ャ
ン
に
訊
く
と
、
ふ
っ
ふ
っ
ふ
と
不

敵
な
笑
み
。

「
チ
ャ
ン
ダ
（
寄
付
）
だ
よ
。
チ
ャ
ン
ダ
」

「
…
…
え
っ
？
チ
ャ
ン
ダ
ぁ
？
誰
か
ら
の
？
」

「
セ
メ
ン
ト
屋
か
ら
。
モ
ス
ク
に
使
う
っ
て
言
っ
た
ら
、

余
分
に
二
袋
く
れ
た
」

と
こ
ん
な
こ
と
が
こ
の
あ
と
も
数
回
も
続
い
て
ト
ー
タ

ル
ニ
〇
袋
以
上
の
セ
メ
ン
ト
を
チ
ャ
ン
ダ
で
セ
メ
ン
ト
屋

さ
ん
か
ら
頂
い
た
。

ほ
か
に
も
モ
ス
ク
用
の
レ
ン
ガ
を
運
ん
で
き
た
近
送
屋

さ
ん
が
な
ぜ
か
五
0

0
ル
ピ
ー
を
置
い
て
い
っ
た
り
、
侮

月
の
ス
タ
ッ
フ
の
給
料
日
に
チ
ャ
ン
ダ
箱
が
小
銭
で
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
た
り
、
壁
の
モ
ル
タ
ル
塗
り
の
貨
用
を
全
部

負
担
す
る
と
申
し
出
て
き
た
元

P
M
S
職
員
が
出
て
き
た

り
、
い
つ
の
ま
に
か
モ
ス
ク
の
敷
地
内
に
木
が
植
え
て
あ

っ
た
り
（
ス
タ
ッ
フ
の
誰
か
が
家
か
ら
持
っ
て
き
て
勝
手

に
植
え
た
ら
し
い
）
。

＊
ご
寄
付
を
お
送
り
頂
い
た
郵
便
払
い
込
み
用
紙

は
、
郵
便
局
か
ら
は
コ
ピ
ー
が
届
き
ま
す
の
で

文
字
が
に
じ
ん
だ
り
、
か
す
れ
て
判
読
し
づ
ら
い

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
楷
書
で
分
か
り
や
す
く
ご

記
入
い
た
だ
け
れ
ば
大
変
助
か
り
ま
す
。

▼

郵

便

払

込

票

の

記

入

は

分

か

り

や

す

く

▼

表4 水源確保事業の現状
（ ）内は完成した井戸・修復したカレーズの数

(2006年4月15日現在。第 1期井戸事菜は同日を以て完

了し、 4月16日よ l)第11期井戸丁9菜を開始）

雌井戸 隷井戸 tルーズ 計

ダラエ，ヌー）レ 395 (263) 11 (11) 38 (38) 444 (312) 

‘)）レ70し）嗜 542 (542) 542 (542) 

ロダト祁 263 (263) 263 (263) 

カイバル峠 4 (4) 4 (4) 

アチン郡 17] (171) 171 (17 I) 

スタッ 7月 20 (20) 20 (20) 

その他 17 (17) 17 (17) 

合計 1412 (1280) 11 (11) 38 (38) 1461 (1329) 

そ
ん
な
チ
ャ
ン
ダ
尽
く
め
の
モ
ス
ク
は
も
う
そ
ろ
そ
ろ

で
完
成
予
定
。
今
は
仕
方
な
く
食
堂
で
お
析
り
を
し
て
い

る
ア
フ
ガ
ン
人
ス
タ
ッ
フ
は
今
か
今
か
と
完
成
を
待
っ
て

い
ま
す
。●

訂
正
と
お
詫
び

前
号
の
会
報

7
頁
中
の
表
に
一
部
誤
り
が
ご
ざ

い
ま
し
た
。
正
し
く
は
左
に
掲
栽
し
て
お
り
ま
す

通
り
で
す
。
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

t
.＿-.ー
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t
 

ょ
ア
リ
つ
ー
ナ
羹
c

3

4

闊大策
rn

 

1

移
民
と
難
民

3

パ
キ
ス
ク
ン
の
一
実
業
家
が
胸
を
張
っ
た
。

L

ふ

「
私
達
は
ム
ハ
ジ
ー
ル
、
大
統
領
も
…
…
。
独
立
時
の
印
度
側
か

f

1

ら
の
目
品
目
ts
だ。」

T

移
民
だ
と
い
う
。
一
方
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
の
流
出
民
は
、
自
分

すf
 

達
を
マ
ジ
リ
ン
と
呼
ん
だ
。
私
は
そ
れ
を
難
民
と
翻
訳
し
て
し
ま
っ
た
。

↑

＆

ア
ジ
ア
内
陸
の
歴
史
は
、
大
挙
し
て
移
動
し
た
人
々
の
記
録
で

な

1
 

T
 

4

埋
っ
て
い
る
。
そ
の
痕
迩
は
、
侵
略
、
進
出
、
移
住
等
々
と
し
て
年
表

T

4
 

よ

の
項
目
を
つ
く
る
。
現
代
、
同
様
の
事
実
が
あ
る
と
移
民
と
難
民
に

T↑
 

｀
 

c
 

振
り
分
け
る
。

・r
 

大
半
の
移
動
は
、
天
災
や
侵
略
者
や
圧
政
が
も
た
ら
す
苛
酷
な

T
 

↓
 

1

環
境
か
ら
の
脱
出
と
理
解
し
て
き
た
。
正
し
く
、
そ
し
て
軽
池
な
納

'

ふ

得
で
あ
る
。

六
ニ
―
一
年
、
預
言
者
ム
ハ
ム
マ
ド
は
、
審
判
の
日
に
備
え
る
よ
う

ヵ

•• 
.

-

T

 

ふ

説
く
啓
示
へ
の
マ
ッ
カ
の
人
々
の
無
理
解
と
迫
害
か
ら
マ
デ
ィ
ナ

T

ぶ

へ
遁
れ
る
。
そ
の
移
動
を
ヒ
ジ
ュ
ラ
（
避
難
・
移
住
）
と
い
い
、
こ
の
年

f.

を
ヒ
ジ
ュ
ラ
紀
元
、
イ
ス
ラ
ム
紀
元
と
し
た
。
こ
の
時
預
言
者
に
従

Tt
 

1

っ
た
七
十
余
名
の
人
々
を
ム
ハ
ー
ジ
ュ
リ
ン
（
移
住
者
達
）
と
呼
ぶ
。
＿

単
数
形
の
ム
ハ
ジ
ー
ル
で
あ
れ
短
く
訛
っ
た
複
数
形
の
マ
ジ
リ

1

ン
で
あ
れ
、
源
は
同
じ
だ
っ
た
。
移
民
・
難
民
に
分
け
た
私
は
、
言
語

t一

4
 

ム
I
 

ふ

知
識
の
浮
浅
な
愚
か
さ
の
遥
か
深
み
に
、
人
々
の
心
の
奥
に
生
き

1

る
未
知
の
移
動
の
認
識
の
存
在
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

F

ふ

印
パ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
ク
ソ
、
イ
ラ
ン
と
そ
の
周
辺
に
、
ア
ー
リ
ア
人

を
は
じ
め
と
し
て
渡
っ
て
き
た
人
々
の
四
千
年
、
今
も
人
々
は
流
入

f

ふ
ょ

T

よ

し
流
出
し
つ
づ
け
る
。
移
動
は
つ
づ
く
。
移
民
と
訳
さ
れ
よ
う
と
難
民

T

と
呼
ば
れ
よ
う
と
、
私
逹
の
認
識
が
届
き
得
な
い
移
動
の
心
を
、
彼
等
•

ふ●

は
保
持
し
て
い
る
。
単
に
生
き
延
び
る
目
的
以
外
の
何
か
、
で
あ
る
。

す

＇ 

ハ
ワ
イ
、
南
米
諸
国
、
旧
瀾
州
へ
の
日
本
人
官
約
移
民
、
ま
た
契
約

t

1

移
民
逹
の
記
録
は
あ
る
が
、
そ
の
後
の
棄
民
の
打
実
は
移
民
当
事

ヤ:
 

,
3

者
の
記
憶
に
残
る
だ
け
で
あ
る
。
盆
暮
れ
と
連
休
に
右
往
左
往
す

4

る
以
外
、
人
間
の
移
動
に
と
も
な
う
希
望
と
哀
し
み
、
期
待
と
不
安
、

LF
 

生
き
る
痛
み
を
識
ら
な
い
私
逹
に
、
難
民
と
呼
ぶ
人
々
と
共
有
出

T

来
る
精
神
が
育
つ
の
は
い
つ
の
こ
と
だ
ろ
う
。

1t
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一
七
年
間
の
主
夫
業

昨
年
―
二
月
、
会
報
が
送
ら
れ
て
き
た
中
に
男
性
炊
事

担
当
募
集
の
文
書
が
日
に
つ
き
ま
し
た
。
五
年
前
、
中
村

先
生
の
講
演
を
聴
い
た
時
、
私
も
こ
の
活
動
に
参
加
で
き

た
ら
、
と
思
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
役
立
つ
技
術
も
な
く
、

肉
体
労
働
を
す
る
休
力
の
自
信
も
な
く
、
英
語
も
出
来
ず

私
に
は
無
理
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
炊
事
担
当
な
ら
私

に
も
務
ま
る
の
で
は
、
と
応
募
し
ま
し
た
。
私
は
料
理
が

得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
七
年
前
、
連
れ
合
い
が
昇

天
し
、
娘
・
息
子
と
三
人
暮
ら
し
で
主
夫
を
し
て
き
ま
し

こ。f
 六

年
前
娘
の
仙
台
遊
学
を
機
に
、
家
族
の
共
同
生
活
を

解
散
し
学
生
の
息
子
は
京
都
に
残
り
、
私
は
老
後
を
晴
耕

雨
読
で
暮
ら
そ
う
と
準
備
し
て
い
た
琵
琶
湖
を
一
望
す
る

つ
い

林
間
の
「
終
の
す
み
か
」
で
一
人
暮
ら
し
を
は
じ
め
ま
し

た
。
休
日
に
友
人
達
を
招
い
て
楽
し
い
時
間
が
持
ち
た
く
、

く
ん
せ
い

庭
に
石
窯
を
築
い
て
ピ
ザ
を
焼
い
た
り
、
燻
製
を
作
っ
た

り
、
旨
い
ビ
ー
ル
を
手
造
り
し
て
も
て
な
し
て
い
ま
し
た
。

食
材
が
少
な
い
中
で
毎
日
多
人
数
の
食
事
を
作
る
自
信

は
な
か
っ
た
の
で
す
が
心
を
込
め
て
努
め
れ
ば
、
と
少
し

ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
炊
事
担
当
苫
加
耶
R

―
上
へ

一
七
年
な
ら
し
た

手
料
理
の
腕
で
事
業
に
参
加

二
0
0
七
年
六
月
以
降
の
赴
任
と
応
募
文
に
記
し
て
い
た

の
で
す
が
、
思
い
追
い
と
思
い
入
れ
か
ら
定
年
ま
で
二
年
を

残
し
今
春
退
職
し
六
月
に
成
田
を
発
ち
ま
し
た
。
料
理
に
自

信
の
な
い
私
は
、

P
M
S
の
現
地
調
達
の
考
え
か
ら
外
れ
ま

す
が
食
材
を
持
参
し
ま
し
た
。
主
な
も
の
に
業
務
用
和
風
だ

し
・
乾
燥
ゴ
ボ
ウ
・
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
素
・
ワ
カ
メ
・
ひ
じ

き
・
切
り
干
し
・
高
野
豆
腐
・
乾
燥
揚
げ
・
干
椎
茸
・
板
海

苔
．
麿
揚
げ
粉
・
粉
末
コ
ン
ソ
メ
・
片
栗
粉
・
米
酢
・
ご

ま
・
粉
わ
さ
び
・
鰹
節
と
削
り
器
な
ど
で
す
。

業
務
用
和
風
だ
し
は
友
人
が
送
っ
て
く
れ
た
も
の
で
す

が
、
私
の
料
理
の
腕
を
大
い
に
補
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
乾

燥
ゴ
ボ
ウ
は
海
外
青
年
協
力
隊
等
で
ア
フ
リ
カ
で
長
く
暮

ら
し
た
友
人
が
、
持
っ
て
行
け
と
頂
い
た
も
の
で
、
味
と

香
り
に
優
れ
も
の
で
す
。
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
素
は
、
面
接
で

事
務
局
に
伺
っ
た
折
り
に
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
購
っ
た
の
で
す
が
、
刺
身
コ
ン
ニ
ャ
ク
に
し
て
わ

さ
び
・
酢
み
そ
で
お
出
し
す
る
と
大
好
評
で
す
。
煮
物
に

も
し
ま
す
が
四
0
グ
ラ
ム
の
素
で
五
丁
の
美
味
し
い
コ
ン

ニ
ャ
ク
が
作
れ
ま
す
。

食
材
の
買
い
出
し
に
私
が
行
く
こ
と
が
で
き
ず
自
分
の

日
で
食
材
を
選
べ
な
い
の
が
も
ど
か
し
い
の
で
す
が
、
ス

タ
ッ
フ
ハ
ウ
ス
の
チ
ョ
キ
ダ
ー
ル
（
守
衛
）
さ
ん
に
依
頼

し
ま
す
。
時
々
依
頼
し
た
も
の
が
無
か
っ
た
と
言
わ
れ
た

時
は
、
ひ
じ
き
・
切
り
干
し
・
高
野
豆
腐
の
出
番
で
す
。

コ
ン
ニ
ャ
ク
も
つ
く
り
ま
す

横
着
な
考
え
で
の
応
募
で
し
た
。
そ
れ
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

会
の
活
動
に
参
加
で
き
る
と
い
う
思
い
と
、
異
国
で
暮
ら

す
と
い
う
夢
が
実
現
で
き
る
の
で
は
、
と
い
う
思
い
か
ら

で
す
。

巻
き
寿
司
や
手
巻
き
寿
司
を
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
っ

た
り
、
う
ど
ん
を
打
っ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。
唐
揚
げ
粉

を
沢
山
持
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で

鶏
肉
が
使
え
な
い
の
が
残
念
で
す
。
豚
肉
・
魚
が
無
い
の

は
解
っ
て
い
ま
し
た
が
、
肉
類
が
牛
ミ
ン
チ
し
か
使
え
な

い
の
で
主
菜
の
献
立
が
限
ら
れ
ま
す
。

多
く
の
料
理
は
料
理
本
を
参
考
に
こ
ち
ら
へ
来
て
初
め

て
作
っ
た
も
の
で
す
が
、
計
最
ス
プ
ー
ン
も
秤
も
な
く
、

味
蔀
や
料
理
酒
、
少
呈
使
う
調
味
料
も
な
く
、
こ
ん
な
感

じ
か
な
、
で
作
っ
て
い
て
そ
ん
な
っ
た
な
い
料
理
を
、
皆

さ
ん
か
ら
美
味
し
い
と
言
っ
て
も
ら
え
る
と
本
当
に
嬉
し

い
限
り
で
す
。

好
評
の
料
理
、
焼
き
ナ
ス
・
き
ん
ぴ
ら
ゴ
ボ
ウ
・
里
芋

の
つ
や
煮
・
だ
し
巻
き
・
オ
ム
レ
ツ
・
て
ん
ぷ
ら
・
酢
の

物
・
胡
麻
和
え
・
叩
き
き
ゅ
う
り
・
ハ
ン
バ
ー
グ
・
メ
ン

チ
カ
ツ
・
コ
ロ
ッ
ケ
（
い
ず
れ
も
手
作
り
ソ
ー
ス
付
）
．

ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
・
煮
干
し
の
佃
煮
．
炊
き
込
み
ご
飯
・
ワ

カ
メ
ご
飯
・
コ
ー
ン
ス
ー
プ
。

炊
事
担
当
と
し
て
派
遣
さ
れ
ま
し
た
が
、
午
前
中
は
オ

フ
ィ
ス
の
仕
事
を
手
伝
い
、
鉄
筋
な
ど
の
資
材
の
買
い
付

け
に
も
同
行
し
街
の
あ
ち
こ
ち
へ
行
き
ま
す
。
活
気
の
あ

る
街
の
様
子
と
、
貧
し
そ
う
だ
け
ど
穏
や
か
な
人
々
の
暮

ら
し
が
か
い
ま
見
え
ま
す
。
こ
の
平
穏
が
い
つ
ま
で
も
続

く
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

▼
寄
附
を
し
て
い
た
だ
＜
皆
さ
ま
へ
▼

＊
当
会
は
法
人
格
を
持
た
な
い
「
任
意
団
体
」
で

す
。
お
送
り
下
さ
っ
た
ご
寄
付
に
つ
い
て
は
税
金

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
予
め
ご
了
承
頂
き

ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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レ
イ
バ
ー

灌
漑
用
水
路
建
設
担
当

（
作
業
員
）
た
ち
の
世
間
話

ハ
リ
ネ
ズ
ミ
を
見
つ
け
た
。

以
前
、
水
路
現
場
で

一
緒
に
働
い
て
い
る
人
か
ら
聞
い

た
話
し
を
思
い
出
し
た
。

夜
、
針
を
持
っ
た
動
物
が
と
う
も
ろ
こ
し
を
食
べ
に
山

か
ら
下
り
て
く
る
ん
だ
。
そ
い
つ
を
捕
獲
し
て
食
べ
る
人

が
た
ま
に
い
る
。
私
は
食
べ
な
い
け
れ
ど
。

な
ん
と
な
く
私
は
聞
い
て
み
た
。
そ
の
肉
は
お
い
し
い

の。
い
や
、
あ
ま
り
お
い
し
く
な
い
。
あ
れ
は
肉
が
あ
ま
り

つ
い
て
い
な
い
し
臭
い
ん
だ
。

食
べ
な
い
と
い
っ
て
お
き
な
が
ら
、
嫌
な
顔
を
し
な
が

ら
彼
は
教
え
て
く
れ
た
。

暑
く
な
る
と
、
か
え
る
を
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
る
。

昼
食
後
、
質
問
さ
れ
た
。
日
本
人
は
か
え
る
を
食
べ
る
の
か
。

私
は
答
え
た
。
食
べ
る
人
も
い
る
し
、
食
べ
な
い
人
も

い
る
。
君
ら
は
食
べ
な
い
の
か
。

す
る
と
、
み
ん
な
食
べ
な
い
食
べ
な
い
と
強
く
否
定
し

始
め
た
。
そ
ん
な
中
、
一
人
の
お
じ
さ
ん
が
話
を
始
め
た
。

ロ
シ
ア
と
戦
争
を
し
て
い
る
と
き
食
料
が
無
く
て
、
食

近
藤
真

好
奇
心
と
疑
問
が

仕
事
を
進
め
て
ゆ
く

好
奇
心
を
大
切
に

べ
た
こ
と
が
あ
る
。
で
も
、
身
が
少
な
い
し
、
お
い
し
く

な
か
っ
た
の
で
三
度
だ
け
し
か
食
べ
な
か
っ
た
。

あ
る
日
、
七
人
ほ
ど
レ
イ
バ
ー
が
集
ま
っ
て
、
話
を
し

て
い
た
。

蟻
は
な
ぜ
列
を
作
っ
て
歩
い
て
い
る
ん
だ
。

あ
る
人
は
知
ら
な
い
と
い
い
。
ま
た
あ
る
人
は
そ
ん
な

こ
と
を
知
っ
て
い
る
や
つ
が
い
る
の
か
と
い
う
。
こ
の
話

し
合
い
は
一

0
分
ほ
ど
続
け
ら
れ
た
。

仕
事
中
、
数
人
が
大
声
を
出
し
な
が
ら
話
し
合
っ
て
い

た。
仕
事
中
に
い
っ
た
い
何
を
話
し
て
い
る
の
だ
と
私
は
聞

い
た
。み

ん
な
で
紅
茶
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
た
ん
だ
。
我
々

が
い
つ
も
飲
む
緑
茶
は
低
い
木
の
葉
っ
ぱ
だ
が
、
紅
茶
は

桑
の
よ
う
に
背
の
高
い
木
の
葉
な
の
か
、
緑
茶
の
よ
う
に

低
い
木
の
葉
な
の
か
そ
れ
と
も
も
っ
と
別
の
も
の
な
の
か
、

何
な
ん
だ
。
何
か
ら
で
き
る
の
だ
。

毎
日
ま
い
に
ち
、
こ
の
よ
う
な
会
話
を
聞
き
な
が
ら
私

は
水
路
現
場
で
働
い
て
い
る
。

現
地
の
人
た
ち
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
と
て
も
好
奇

心
旺
盛
で
な
ん
に
で
も
素
直
に
疑
問
を
抱
き
周
り
に
い
る

人
達
に
質
問
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

わ
た
し
は
水
路
現
場
で
小
さ
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物

を
作
っ
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
鉄
筋
加
工
。
な
ん
で
こ
こ

を
こ
ん
な
ふ
う
に
曲
げ
る
ん
だ
。
な
ん
で
こ
こ
は
こ
ん
な

に
太
い
鉄
筋
を
使
う
ん
だ
。
こ
の
形
の
鉄
筋
は
何
に
使
う

ん
だ
な
ど
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
質
問
さ
れ
る
。
水

路
作
業
が
始
ま
っ
て
三
年
が
経
つ
の
だ
ろ
う
か
。
初
め
は

日
本
人
と
一
緒
に
現
場
を
任
さ
れ
て
い
た
現
地
の
エ
ン
ジ

ニ
ア
が
、
今
で
は

一
人
で
ひ
と
つ
の
現
場
を
ま
か
さ
れ
、

次
か
ら
次
へ
と
仕
事
を
こ
な
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
は
彼
ら
が
分
か
ら
な
い
こ
と
を
日
本
人
な
り
ほ
か
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
達
に
素
直
に
質
問
し
、

一
っ
―
つ
疑
問
を
解

き
、
学
ん
で
い
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。
我
々
は
水
路
仕
事

に
関
す
る
こ
と
だ
け
で
も
ま
だ
ま
だ
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
数
多
く
あ
る
。
し
か
し
、
近
い
将
来
き
っ
と

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
現
地
エ
ン
ジ
ニ
ア
、

レ
イ
バ
ー
は
今
も
新
た
な
疑
問
を
抱
き
、
解
き
つ
つ
仕
事

を
学
び
、
落
々
と
水
路
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
最
後
ま
で

現
場
に
残
る
の
は
彼
ら
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
り
レ
イ
バ
ー
な

の
だ
。そ

の
中
で
日
本
人
の
大
切
な
役
割
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

日
本
人
が
知
っ
て
い
て
、
現
地
人
が
知
ら
な
い
こ
と
。
現

地
人
が
知
っ
て
い
て
、
日
本
人
が
知
ら
な
い
こ
と
。
日
本

人
に
で
き
て
現
地
人
に
で
き
な
い
こ
と
。
現
地
人
に
で
き

て
日
本
人
に
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
忘
れ

な
い
。
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
現
地
で
働
い
て
い

る
と
忘
れ
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
。
人
の
短
所
を
責
め
て

も
何
も
生
ま
れ
な
い
。
お
互
い
の
長
所
を
活
か
す
べ
き
で

あ
る
。
現
地
人
も
日
本
人
も
共
に
あ
る
べ
き
だ
。

話
し
変
わ
っ
て
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
。
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
の
針
は
い

っ
た
い
何
な
の
か
。
骨
な
の
か
毛
な
の
か
何
な
の
か
。
調

べ
る
為
に
土
に
埋
め
、
ニ
ヶ
月
ほ
ど
後
に
掘
り
返
し
て
み

た
。
結
果
分
か
っ
た
こ
と
は
あ
の
針
は
骨
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
、
人
間
で
言
う
皮
膚
が
硬
化
し
て
で
き
る
爪
の
よ

う
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
私
の
指
に
刺
さ

る
ほ
ど
固
か
っ
た
針
が
、
ス
ト
ロ
ー
の
よ
う
に
軟
ら
か
く

も
ろ
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
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「
こ
の
畑
は
ま
だ
士
質
が
硬
い
。
も
っ
と
堆
肥
を
多

く
入
れ
た
方
が
柔
ら
か
い
士
に
な
っ
て
芋
も
良
く
太

る
と
思
う
」

「
今
年
は
気
温
も
高
い
し
土
の
乾
き
も
早
い
。
茶
ヘ

の
水
遣
り
は
去
年
よ
り
も
こ
ま
め
に
や
ろ
う
」

，
 

「
明
日
は
上
流
の
ワ
イ
ガ
ル
村
の
茶
圃
場
を
見
に
行

こ
う
、
ち
ゃ
ん
と
水
遣
り
が
行
わ
れ
て
い
る
か
チ
ェ

ッ
ク
し
な
い
と
」

以
上
は
実
は
私
で
は
な
く
、
試
験
農
場
の
担
当
農

家
の
モ
ハ
マ
ド
1
1

ア
ジ
ャ
ン
の
意
見
な
の
で
す
。
農

業
計
画
が
育
て
る
も
の
は
「
作
物
と
人
」
。
こ
う
し

た
積
極
的
な
意
見
を
農
家
が
出
し
て
く
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
事
は
私
逹
の
望
み
通
り
と
言
え
ま
す
。

で
す
が
実
の
所
は
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
収
穫
で
あ

り
、
む
し
ろ
不
思
議
な
事
で
し
た
。

「
主
役
は
農
家
」
が
私
達
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。
そ
れ

は
農
家
本
位
に
自
由
に
仕
事
を
す
る
と
い
う
意
味
で

は
な
く
、
農
家
自
身
が
中
心
と
な
っ
て
栽
培
の
基
礎

農
業
計
画
担
当
准
年
膝
叫
匹
一
郎
叩

た
く
ま
ざ
る

「
農
業
指
導
」

の
成
果

を
習
得
し
、
観
察
や
考
察
を
積
み
重
ね
て
い
く
所
に

要
点
が
あ
り
ま
す
。
す
る
と
一
番
問
題
と
な
る
事
は
、

そ
う
し
た
自
主
的
な
農
家
の
参
加
を
い
か
に
し
て
促

す
か
と
い
う
方
法
論
で
す
。
私
は
考
え
ま
し
た
。
そ

う
こ
う
考
え
て
い
る
う
ち
に
時
間
だ
け
が
過
ぎ
、
何

と
私
が
何
も
し
て
い
な
い
の
に
、
気
が
付
け
ば
冒
頭

に
お
伝
え
し
た
よ
う
な
積
極
的
な
提
案
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

勿
論
結
果
と
し
て
は
望
ま
し
い
状
況
で
あ
る
も
の

い
ぶ
か

の
、
何
故
こ
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
許
し
く
思
っ
て

い
た
私
は
ふ
と
、
毎
日
の
作
業
を
振
り
返
り
気
が
付

き
ま
し
た
。
実
は
モ
ハ
マ
ド
1
1

ア
ジ
ャ
ン
の
積
極
的

な
働
き
は
紛
れ
も
な
く
私
と
の
関
わ
り
の
中
で
培
わ

れ
た
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
。
た
だ
し
、
そ
れ
は

「
私
の
指
導
」
に
よ
っ
て
で
は
な
く
「
彼
か
ら
私
ヘ

の
指
導
」
と
い
う
全
く
逆
の
作
用
に
よ
っ
て
で
す
が
。

つ
ま
り
私
は
農
家
の
指
導
を
す
る
ど
こ
ろ
か
、
農
業

の
事
が
よ
く
分
か
ら
な
い
素
人
な
の
で
、
作
物
の
状

態
を
観
察
す
る
に
つ
け
て
も
、
作
業
の
段
取
り
を
立

て
る
に
し
て
も
モ
ハ
マ
ド
氏
の
意
見
を
元
に
し
、
彼

を
頼
り
に
し
て
い
ま
す
。
す
る
と
私
が
考
え
な
い
分

だ
け
必
然
的
に
彼
が
考
え
、
ま
た
彼
が
全
て
の
作
業

の
中
心
に
自
ら
立
た
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
自
ず
と

生
ま
れ
て
、
図
ら
ず
も
モ
ハ
マ
ド
氏
に
「
俺
が
し
つ

か
り
し
な
き
ゃ
駄
目
だ
」
と
い
う
意
識
を
育
て
る
事

に
成
功
し
て
い
た
の
で
す
。

ま
た
、
私
が
頼
り
と
し
て
い
る
存
在
が
も
う
一
人

い
ま
す
。
農
業
指
導
貝
の
高
橋
修
さ
ん
で
す
。
な
る

ほ
ど
私
は
農
家
を
頼
り
と
し
、
逆
に
農
家
の
自
発
的

な
参
加
を
引
き
出
し
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
単

に
私
が
農
家
の
意
見
を
頼
る
だ
け
な
ら
ば
、
そ
れ
は

現
地
農
家
の
自
分
本
位
の
や
り
方
を
助
長
し
か
ね
ま

せ
ん
。
そ
の
よ
う
に
現
地
農
家
が
栽
培
技
術
の
基
礎

的
な
部
分
を
お
ろ
そ
か
に
し
が
ち
に
な
る
と
い
う
欠

点
を
補
っ
て
下
さ
る
の
が
高
橋
さ
ん
か
ら
届
く
的
確

モハマドとともに試験農場を担当する進藤ワーカー
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試行錯誤が続く茶葉の栽培

な
ご
指
導
で
す
。
モ
ハ
マ
ド
氏
も
ま
た
「
ミ
ス
タ

ー
・
タ
カ
ハ
シ
の
意
見
な
ら
ば
」
と
必
ず
耳
を
傾
け

ま
す
の
で
、
私
は
高
橋
さ
ん
と
農
家
と
の
情
報
の
や

り
取
り
の
間
に
立
つ
事
は
何
に
も
増
し
て
重
要
な
役

割
と
自
認
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
モ
ハ
マ
ド
氏
は
私
の
素
人
の

（
無
）
指
導
と
高
橋
さ
ん
の
プ
ロ
の
指
樽
と
の
間
で

「
主
役
は
農
家
」
に
違
わ
な
い
中
心
的
な
役
割
を
担

い
な
が
ら
日
々
成
長
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

私
の
役
割
は
頼
り
な
い
も
の
で
す
が
、
む
し
ろ
結
果

良
け
れ
ば
全
て
良
し
、
と
勝
手
に
胸
を
張
っ
て
お
り

ま
す
。さ

て
、

モハマド氏に見られるような担当農

家の成長も含め、この四年の活動の蓄積によ

り農業計画の基盤がより強化されてきました。

作物の栽培に関しては、例えば昨年度までは

サツマイモ、馬鈴薯、アルファルファといっ

た種子を日本からその都度送ってもらっては

栽培を更新しており、いわば多くの部分で日

本とへその緒がつながったままの状態でした

が、現在段階的に栽培ー採種・貯蔵の自給的

なサイクルが実現し、このダラエヌールの試

験農場を基地として独自に種子の生産、技術

の普及を行うことができるようになってきて

います。先に述べましたように農業計画が育

てるものは「作物と人」。即ち普及すべき作

物と、その栽培技術を受け継ぐべき人材との

両方がこの土地に根付いて初めて無理のない

普及活動が可能になるもの。その両方が一年

一年、地道かつ確実な歩みを続けています。

私は一人では、指導力も農業の知識・経験

もない者です。しかしモハマド氏や高橋さん

との間で私は私の役割を得、活かされていま

す。「自分は何をしたいのか、自分に何がで

きるのか」と自分自身を問い詰めても見えな

>業 て ＊ ▼り 金便＊せ面じか＊ ▼ 
別一郵〗 まの-—ん のか会未、
納部 す代で部の関ハつ報使
郵地 ゜ゎお地で ガての ‘ 

記載 送域 り送域ご欠キお発用ヽ
しの の とりの理ガ等り送の

れさて方 しし方解下キ ぉま等切
お々変更 てて々 ． 送 す の 手

まりへ 未おへさり°通、
のすま は に 使りの-ぃ切手い未信 Iヽ
で＇ぐす発つ 用ま会 はた使費 ガ

°送い 切す報受だ用に
予 差代て 手がは けけの‘キ
承出行▼ で‘— 付れ切年を
下人 業 支そ料けば手間 1
さ欄者 払の金て幸・数 ・
ぃ に を つ 際 別 お い 書 百

0 代通 ても納りでき万
行し お料郵 ます損円

゜

い
も
の
が
、
人
と
人
と
の
関
係
の
中
に
見
つ
か
る
事

が
あ
り
、
そ
れ
は
た
だ
の
感
覚
的
な
安
心
以
上
の
何

か
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
伺
様
に
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

会
の
皆
様
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
「
食
べ
も
の
」

や
「
い
の
ち
」
の
地
平
に
立
っ
た
事
業
の
中
、
現
地

の
人
達
と
共
に
働
く
事
は
私
を
豊
か
に
満
た
し
て
く

れ
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
を
感
じ
る
時
、
私
は
し
あ

わ
せ
で
す
。

そ
れ
で
は
、
ど
う
か
皆
様
心
身
お
元
気
で
あ
り
ま

す
よ
う
、
ま
た
日
本
に
お
い
て
も
ア
フ
ガ
ン
に
お
い

て
も
等
し
く
大
切
で
あ
る
も
の
が
変
わ
り
な
く
皆
様

と
共
に
あ
り
ま
す
よ
う
。
収
穫
の
秋
を
間
近
に
控
え

た
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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ア
フ
ガ
ン
版

灌
漑
用
水
路
担
当

は
り

屋
根
の
構
造
は
、
梁
の
上
に
竹
を
敷
き
詰
め
、
そ
の
上

に
さ
ら
に
茅
を
葺
い
て
屋
上
を
土
で
覆
っ
て
完
成
と
な
る

か
や

の
だ
が
、
次
に
必
要
な
材
料
は
茅
で
あ
る
。
幸
い
な
こ
と

に
、
取
水
口
対
岸
の
中
州
に
た
く
さ
ん
自
生
し
て
い
る
。

今
度
は
渡
河
に
慣
れ
た
人
で
構
成
し
、

H
程
を
決
め
る
。

し
か
し
当

H
の
朝
に
な
っ
て
、
す
で
に
刈
り
取
っ
た
茅
が

あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
搬
入
し
て
も
良
い
か
と
聞
い
て
く
る
。

ど
う
も
真
相
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
り
そ
う
だ
が
了
承
す
る
。

だ
が
私
は
日
本
か
ら
持
っ
て
き
た
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を
、
こ
の

時
が
出
番
と
ば
か
り
準
備
し
て
き
て
い
る
の
で
、
お
い
そ

れ
と
止
め
た
く
は
な
い
。
結
局
対
岸
に
渡
し
て
あ
っ
た
太

い
ワ
イ
ヤ
ー
ケ
ー
プ
ル
が
、
今
回
の
異
常
増
水
で
切
断
さ

れ
た
の
で
、
そ
の
現
状
視
察
も
あ
っ
て
、
一
人
で
渡
る
こ

と
に
し
た
。
反
対
す
る
人
も
い
た
が
、
私
に
は
カ
ヤ
ッ
ク

乗
り
の
経
験
も
あ
る
の
だ
。

ボ
ー
ト
に
空
気
を
入
れ
て
い
る
と
、
ま
た
ま
た
サ
デ
ィ

ッ
ク
が
自
分
も
一
緒
に
つ
い
て
い
く
、
と
言
う
。
現
地
の

人
達
の
渡
河
方
法
は
、
大
型
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
チ
ュ
ー
プ

に
空
気
を
入
れ
、

二
つ
折
り
に
紐
で
縛

っ
て
、
そ
の
上
に

腹
這
い
と
な
っ
て
手
足
で
漕
ぐ
。
何
せ
こ
こ
か
ら
一
番
近

鬼

木

稔

「
竹
取
物
語
」

そ
の
3

い
橋
で
も
二

0
キ
ロ
程
下
流
に
一
本
し
か
架
か
っ
て
い
な

い
。
対
岸
と
の
行
き
来
は
も
っ
ぱ
ら
こ
の
方
法
で
あ
る
。

相
当
に
急
流
だ
が
、
私
の
ボ
ー
ト
は
オ
ー
ル
付
き
だ
。

手
足
で
漕
ぐ
チ
ュ
ー
ブ
よ
り
は
推
進
力
は
勝
れ
て
い
る
だ

ろ
う
と
勝
手
に
想
像
し
、
流
さ
れ
る
距
離
を
想
定
し
て
、

大
方
の
着
岸
点
を
目
測
す
る
。
私
が
先
に
漕
ぎ
出
す
。
カ

一
杯
漕
ぎ
続
け
る
が
、
陸
か
ら
見
た
よ
り
は
ず
っ
と
川
幅

は
広
く
感
じ
る
。
ボ
ー
ト
ヘ
の
水
抵
抗
は
予
想
外
に
強
く
、

流
さ
れ
る
。
い
つ
し
か
目
標
地
点
を
通
り
過
ぎ
る
。
サ
デ

ィ
ッ
ク
が
対
岸
に
着
い
た
ら
し
く
、
大
声
で
私
を
呼
ん
で

い
る
。
漕
ぐ
手
は
休
め
ず
「
大
丈
夫
だ
」
と
返
事
を
す
る
。

一
五

0
メ
ー
ト
ル
程
下
流
に
流
さ
れ
て
接
岸
、
陸
づ

た
い

も
や

で
走
っ
て
き
た
サ
デ
ィ
ッ
ク
に
紡
い
ロ
ー
プ
を
投
げ
る
。

意
に
反
し
、
タ
イ
ヤ
チ
ュ
ー
プ
の
ほ
う
が
性
能
が
勝
っ
て

い
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。
ワ
イ
ヤ
ー
は
大
き
な
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
基
礎
ご
と
引
っ
ぱ
ら
れ
、
傾
斜
し
た
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
縁
で
、
反
復
し
打
ち
付
け
ら
れ
る
間
に
擦
り
切
れ

て
、
二

0
ミ
リ
の
太
い
ワ
イ
ヤ
ー
が
切
断
さ
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
、
修
復
不
可
能
だ
と
解
る
。

帰
路
は
上
流
に
、
も
う
少
し
流
れ
が
緩
や
か
な
場
所
が

あ
る
と
の
こ
と
で
、
中
州
か
ら
さ
ら
に
も
う
―
つ
の
流
れ

を
渡
ら
な
け
れ
ば
、
そ
こ
に
は
行
け
な
い
が
、
従
う
こ
と

に
し
た
。
中
州
の
行
く
手
に
サ
デ
ィ
ッ
ク
が
何
や
ら
指
差

し
て
、
注
意
を
促
し
て
い
る
。
よ
く
見
る
と
、
何
と
！

赤
錆
び
た
長
さ
四
0
セ
ン
チ
程
の
不
発
弾
が
打
ち
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
今
も
戦
場
に
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

川
幅
は
先
程
と
変
わ
ら
な
い
。
今
度
は
船
首
を
少
し
上
流

に
向
け
て
漕
ぎ
、
対
岸
に
一

0

0
メ
ー
ト
ル
程
流
さ
れ
た

地
点
に
到
着
。
茅
を
踏
み
分
け
な
が
ら
、
上
流
ま
で
ボ
ー

ト
を
担
い
で
歩
く
。
サ
デ
ィ
ッ
ク
が
オ
ー
ル
や
ポ
ン
プ
も

持
っ
て
く
れ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
い
つ
も
私
の
身
の
安
全
を
考
え
、
付

き
添
っ
て
く
れ
る
姿
勢
に
は
感
心
し
、
頼
も
し
い
限
り
で

あ
る
。
渡
河
地
点
で
腕
の
疲
れ
を
癒
す
た
め
、
小
休
止
を

し
た
後
、
取
水
口
に
直
接
乗
り
つ

け
る
旨
提
案
す
る
。
途

中
に
堰
が

―
つ
あ

っ
て
、
そ
こ
が
白
く
波
立
っ
て
い
る
の

が
面
白
そ
う
だ
。
今
度
は
川
下
り
で
あ
る
。
本
流
に
巻
き

込
ま
れ
な
い
よ
う
に
注
意
が
必
要
だ
が
、
無
事
取
水
口
へ

と
続
く
緩
流
に
乗
り
移
っ
て
、
あ
と
は
流
れ
に
ボ
ー
ト
を

任
せ
る
。
か
く
て
他
に
も
面
白
い
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
仕

事
は
楽
し
み
な
が
ら
で
き
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。

朝
晩
の
冷
え
込
み
も
、
め
っ
き
り
強
く
な
っ
て
き
た
一

0
月
下
旬
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
会
員
皆
様
の
善
意
と
、
私

の
楽
し
い
思
い
出
が
部
屋
い
っ
ぱ
い
に
詰
ま
っ
た
チ
ョ
キ

ダ
ー
ル
小
屋
は
完
成
し
た
。
（
了
）

取水口の竣工碑の前に立つ鬼木ワーカー



13 ペシャワール会報 No.89 2006年9月27日

会
員
の
皆
様
、
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。
私
は
二
0

0
三
年
四
月
か
ら
0
四
年
四
月
に
か
け
て
ジ
ャ
ラ
ラ

バ
ー
ド
事
務
所
で
水
源
確
保
事
業
の
事
務
方
に
従
事

し
て
い
ま
し
た
。
現
地
で
の
活
動
経
験
は
私
の
人
生

の
進
路
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
私

は
元
来
文
系
で
す
が
、
現
地
で
中
村
先
生
と
仕
事
を

す
る
う
ち
、
先
生
の
原
点
で
あ
る
医
師
を
目
指
し
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
帰
国
後
二
年
半
の

受
験
勉
強
を
経
て
、
こ
の
度
念
願
か
な
っ
て
医
学
部

に
進
学
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

振
り
返
れ
ば
、
私
が
現
地
に
赴
い
た
動
機
は
決
し

て
純
粋
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
、

私
は
国
連
職
員
に
な
っ
て
難
民
支
援
を
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
し
た
。
ワ
ー
カ
ー
に
志
願
し
た
の
も
、

そ
こ
で
の
活
動
を
ス
テ
ッ
プ
に
将
来
は
国
連
職
員
と

し
て
よ
り
大
き
な
仕
事
を
し
て
や
ろ
う
と
い
う
浅
い

考
え
に
根
ざ
し
て
い
ま
し
た
。
今
思
え
ば
、
本
当
に

現
地
の
人
に
役
立
ち
た
い
と
い
う
思
い
よ
り
も
、
国

連
職
貝
の
権
威
や
肩
書
き
に
対
す
る
憧
れ
の
方
が
強

そ
の
よ
う
な
幻
想
は
現
地
に
赴
い
て
も
ろ
く
も
崩

れ
去
り
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
中
村
先
生
率
い
る

P
M
S
の
方
が
、
そ
の
道
の
専
門
家
を
多
数
抱
え
る

国
連
や
そ
の
傘
下
の

N
G
O
よ
り
も
少
な
い
予
算
で
、

遥
か
に
良
い
仕
事
を
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
な
ぜ
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
理
由
は

P
M
S
で
は
中
村
先
生
が
、

常
に
現
地
の
人
の
「
い
の
ち
」
を
救
う
こ
と
だ
け
に

執
念
を
燃
や
し
、
す
べ
て
を
そ
こ
か
ら
発
想
し
、
行

動
に
移
す
か
ら
で
し
た
。
水
が
無
く
な
れ
ば
命
を
救

う
こ
と
が
で
き
な
い
と
知
れ
ば
、
す
ぐ
に
自
ら
つ
る

は
し
を
振
る
っ
て
井
戸
を
掘
り
、
す
さ
ま
じ
い
集
中

カ
で
土
木
技
術
を
学
び
、
水
路
を
引
く
。

一
見
す
る
と
医
師
ら
し
か
ら
ぬ
行
動
で
す
が
、
私
に

は
先
生
が
そ
こ
ま
で
「
い
の
ち
」
に
駆
り
立
て
ら
れ
る

の
は
、
先
生
が
他
の
何
者
で
も
な
く
医
師
と
し
て
多
く

の
「
い
の
ち
」
に
責
任
を
負
い
、
救
お
う
と
奮
闘
し
て

き
た
過
去
が
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
ま

し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
自
分
に
は
そ
の
よ
う
な
経
験

かったのでしょう。

尉
で↓
学 B

だん』意

元

！ し原
手、点ヮ

I 
ヵ
I 

大
越

猛

| 

は
な
く
、
現
地
で
事
務
職
を
続
け
る
う
ち
、
仕
事
の
重

要
性
が
頭
で
は
理
解
で
き
て
も
心
で
理
解
で
き
ず
、
現

地
生
活
の
つ
ら
さ
ば
か
り
が
先
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
続
け
て
も
良
い
仕
事
は
で

き
な
い
、
自
分
も
原
点
に
立
ち
返
っ
て
ま
ず
は
「
い
の

ち
」
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
医
療
技

術
を
身
に
つ
け
て
実
際
に
沢
山
の
「
い
の
ち
」
に
触
れ
、

責
任
を
負
い
、
心
を
動
か
し
、
自
分
の
な
す
べ
き
こ
と

を
見
つ
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
医
師
を
志
す
こ
と
を
決
意

し
た
の
で
し
た
。

八
月
、
受
験
勉
強
も
終
わ
り
、
中
村
先
生
が
東
京

に
講
演
会
に
い
ら
し
た
際
に
同
行
す
る
機
会
を
得
ま

し
た
。
先
生
は
冗
談
め
か
し
て
「
自
分
は
医
者
よ
り

も
土
木
の
現
場
に
出
る
方
が
性
に
合
っ
て
い
ま
す
よ
」

と
お

っ
し
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
お
話
を
聞
く
ほ
ど

先
生
の
原
点
が
や
は
り
医
師
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て

先
生
の
よ
う
に
既
成
の
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
「
い
の

ち
」
を
助
け
る
た
め
に
は
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
全
力
を

尽
く
す
者
こ
そ
が
真
の
医
師
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し

ま
し
た
。

私
は
人
生
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た

ば
か
り
で
す
が
、
中
村
先
生
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
を

胸
に
、
真
の
医
師
を
目
指
し
、
少
し
で
も
多
く
の
苦

し
む
人
を
助
け
ら
れ
る
よ
う
努
力
を
惜
し
ま
ぬ
所
存

で
す
。
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こ
の
度
、
現
地
に
派
遣
さ
れ
た

H
本
人
ワ
ー
カ
ー
た
ち

の
報
告
を
世
に
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

活
動
が
一
―
―
一
年
を
超
え
、
現
地
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
パ

キ
ス
タ
ン
の
情
勢
、
こ
れ
を
と
り
ま
く
国
際
情
勢
と
日
本

自
身
も
ず
い
ぶ
ん
変
わ
り
ま
し
た
。
「
海
外
援
助
」
の
考

え
方
や
規
模
も
今
昔
の
感
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
海
外

に
赴
い
て
支
援
す
る
側
と
、
支
援
を
受
け
取
る
側
の
双
方

の
意
識
が
変
わ
っ
て
き
た
と
い
え
ま
す
。

活
動
を
始
め
た
頃
に
比
べ
る
と
、
海
外
支
援
が
大
き
な

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
一
環
と
し
て
懺
界
の
辺
境
の
地
ま
で

浸
透
し
、
途
上
国
が
近
代
化
の
嵐
に
根
こ
そ
ぎ
さ
ら
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
否
定
で
き
な
い
事
実
の
よ
う
に

思
え
ま
す
。
地
域
の
文
化
や
固
有
の
生
活
様
式
も
、
大
都

市
を
中
心
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
決
し
て
支
援
す
る

側
に
悪
意
や
下
心
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
文
明
の
便

利
さ
を
提
供
す
る
こ
と
が
絶
対
悪
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

問
題
は
、
私
た
ち
が
良
し
と
す
る
も
の
が
、
必
ず
し
も

相
手
に
と
っ
て
良
い
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
事
実
で
す
。

か
つ
て
「
互
恵
平
等
」
と
い
う
こ
と
ば
が
援
助
の
基
本
姿

勢
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
大
は
国
家
間
援
助
、
小

は
個
人
の
善
意
の
支
援
に
至
る
ま
で
、
ひ
と
つ
の
基
調
を

な
し
て
い
た
の
で
す
。
支
援
す
る
側
も
概
ね
素
朴
な
動
機

で
動
い
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
た
と
い
利
権
が
ら

み
の
不
正
や
、
ひ
ん
し
ゅ
く
を
買
う
援
助
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
相
手
の
要
望
に
応
え
る
形
で
支
援
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

今
、
国
際
支
援
の
全
体
的
な
色
調
を
眺
め
る
と
き
、
途

上
国
の
立
場
よ
り
も
先
進
国
が
支
援
内
容
の
是
非
善
悪
を

決
め
て
し
ま
う
傾
向
が
強
く
な
っ
て
き
た
よ
う
な
気
が
し

て
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
を
考
え
る
と
き
、
私
た
ち
の
現
地
活

動
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
時
流
に
抗
し
て
行
わ
れ
て

き
た
こ
と
を
思
い
ま
す
。
と
い
っ
て
も
、
私
た
ち
に
確
乎

と
し
た
援
助
哲
学
が
あ
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
強
い
て

言
え
ば
、
現
地
で
遭
遇
す
る
困
っ
た
人
々
を
見
捨
て
て
は

お
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
現
地
の
文
化
や
価
値
観
を
尊
重
し
、

泣
き
笑
い
を
共
に
し
て
き
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

現
地
に
赴
い
た
ワ
ー
カ
ー
た
ち
は
、
様
々
な
動
機
で
や

っ
て
き
ま
し
た
。
青
年
ら
し
く
志
を
高
く
し
て
何
か
を
遂

げ
る
こ
と
に
情
熱
を
傾
け
る
者
、
日
本
で
満
た
さ
れ
ず

P
M
S
（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
医
療
サ
ー
ビ
ス
）
総
院
長

中
村
哲

す
ぺ
て
現
場
か
ら
学
ん
だ
』
（
ま
え
が
き
）

自
分
?
先
入
観
を
克
眼
し
て
い
か
に
虚
心
に
な
り
う
る
か

『
丸
腰
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
青
い
鳥
」
を
求
め
て
来
る
者
、
若
い
日
の
思
い
出
作
り

で
参
加
し
た
者
、
日
本
の
社
会
に
な
じ
め
な
い
者
、
半
ば

興
味
本
位
と
し
か
思
え
な
い
者
、
「
国
際
援
助
」
の
美
名

に
惹
か
れ
る
者
、
本
当
に
様
々
で
し
た
。

で
も
、
私
は
動
機
を
問
わ
な
い
こ
と
に
し
て
い
ま
し
た
。

誰
が
ど
ん
な
良
い
働
き
を
す
る
か
、
や
っ
て
み
な
い
こ
と

に
は
分
か
ら
な
い
か
ら
で
す
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
使
え

る
、
使
え
な
い
」
と
い
う
能
力
そ
の
も
の
だ
け
を
評
価
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
人
が
、
い
か
に
誠

実
に
任
務
と
関
わ
り
、
自
分
の
先
入
観
を
克
服
し
て
い
か

に
虚
心
に
な
り
う
る
か
、
日
本
人
と
し
て
の
ま
ご
こ
ろ
と

心
意
気
、
素
朴
な
人
情
を
買
っ
た
の
で
す
。

こ
う
し
て
何
十
名
も
の
人
々
が
現
地
で
働
き
ま
し
た
。

彼
ら
の
働
き
が
な
け
れ
ば
、
現
地
事
業
は
成
り
立
ち
ま
せ

ん
で
し
た
。
特
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
診
療
所
が
立
ち
上

げ
ら
れ
た
一
九
九
二
年
以
降
は
、
そ
う
で
し
た
。
私
が
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
を
離
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
私
ひ
と
り
の

力
だ
け
で
は
甚
地
病
院
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

た
か
ら
で
す
。

か
ん
ば
つ

さ
ら
に
二

0

0
二
年
以
降
、
大
旱
魃
に
苦
し
む
ア
フ
ガ

ン
東
部
で
「
農
村
復
輿
（
緑
の
大
地
計
画
）
」
に
主
力
が

注
が
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
井
戸
事
業
、
試
験
農
場
、
用

水
路
建
設
に
多
く
の
青
年
た
ち
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
頃
ま
で
に
は
、
私
の
ほ
う
も
歳
を
と
っ
て
き
て
、
親
子

ほ
ど
離
れ
た
世
代
の
ワ
ー
カ
ー
た
ち
が
主
力
と
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
今
で
は
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
と
い
う
ア
フ
ガ

ン
東
部
の
町
で
、
常
に
十
数
名
の
「
子
供
た
ち
」
に
囲
ま

れ
、
大
家
族
制
の
中
で
暮
ら
し
て
い
る
よ
う
で
、
な
か
な

か
楽
し
い
も
の
で
す
。

実
際
に
大
地
と
自
然
に
触
れ
る
農
業
や
土
木
の
作
業
は
、
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日
本
で
体
験
す
る
若
者
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ど
う
し
て
も
「
便
利
」
に
慣
れ
す
ぎ
た
都
市
社
会
で
は
、

「
頭
で
知
っ
て
は
い
る
が
、
自
分
の
体
で
覚
え
る
機
会
が

な
い
」
た
め
、
観
念
的
な
考
え
に
流
さ
れ
や
す
く
な
り
ま

す
。
数
十
年
前
ま
で
あ
っ
た
大
家
族
制
や
地
域
社
会
的
絆

を
知
ら
ぬ
者
は
、
「
孤
独
な
群
衆
」
の
一
人
と
し
て
、
自

分
だ
け
の
観
念
の
憔
界
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
で
す
。
し
か

し
彼
ら
が
口
を
そ
ろ
え
て
述
べ
る
の
は
、
「
現
地
に
来
て

初
め
て
人
の
情
と
絆
に
ふ
れ
た
」
、
「
汗
を
流
し
て
働
く
嬉

し
さ
を
知
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
ど
ん
な
人
で
も
個
性
や
癖
が
あ
り
ま
す
か

あ
い
あ
い

ら
、
常
に
和
気
蒻
々
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
も
パ
キ
ス
タ
ン
も
、
文
化
事
情
が
ず
い
ぶ

ん
日
本
と
違
い
、
こ
れ
ま
た
現
地
で
し
か
体
験
で
き
ぬ
人

間
関
係
の
確
執
に
も
巻
き
込
ま
れ
ま
す
。
初
め
は
物
珍
し

さ
も
手
伝
っ
て
、
「
日
本
に
は
な
い
良
さ
」
を
賞
賛
し
ま

す
が
、
あ
る
時
期
を
経
る
と
嫌
気
が
さ
し
て
く
る
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。
そ
れ
も
過
ぎ
る
と
、
実
は
美
点
も
欠
点

も
表
裏

一
体
で
、
そ
の
人
や
土
地
を
そ
の
も
の
と
し
て
受

け
容
れ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
て

日
本
で
は
得
が
た
い
人
間
の
あ
り
方
、
自
然
と
の
つ
き
あ

い
方
を
知
り
、
帰
っ
て
い
っ
た
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
私
た
ち
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
方
針
が
、

「現

地
と
一
体
と
な
り
、
苦
楽
を
共
に
す
る
」
こ
と
に
あ
り
、

「
議
論
や
会
議
だ
け
で
事
業
は
成
り
立
た
ぬ
」
と
い
う
、

徹
底
し
た
現
場
主
義
を
貰
い
て
き
た
か
ら
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
実
事
業
と
い
う
の
は
す
べ
て
同
じ
で
し
ょ
う

が
、
水
理
学
を
学
び
、
設
計
図
を
描
い
た
だ
け
で
は
、
井

戸
や
用
水
路
は
掘
れ
ま
せ
ん
。
農
学
書
を
理
解
し
て
も
収

穫
は
で
き
ま
せ
ん
。
当
方
と
し
て
は
、
い
き
な
り
現
場
に

ペシャワール会2007年カレンダー

「大地の家族J
画・甲斐大策

■出四氾国国屈E•
1500円（税・送料込）／A2判オールカラー

＊例年ご好評いただいておりますカレンダー

が完成間近です。本年も、毎号の表紙絵を飾

る甲斐大策氏の作です。本年のテーマは「家族」。

アフガニスタンの大地に生きるさまざまな民

族の暮らしが、色鮮やかに描かれています。

発送は 11月初旬の予定です。ご予約下さい。

投
げ
入
れ
て
、
日
本
の
常
識
を
破
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。

ま
た
、
大
怪
我
に
な
ら
ぬ
程
度
の
失
敗
に
は
目
を
つ
ぶ
り

ま
す
。
最
近
の
日
本
は
、
「
若
気
の
至
り
」
を
許
さ
ぬ
気

風
で
、
若
者
た
ち
が
萎
縮
し
て
い
る
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る

か
ら
で
す
。

こ
う
し
て
任
務
を
終
え
て
帰
国
し
て
も
、
現
地
で
学
ん

だ
「
技
術
」
は
日
本
で
役
立
ち
ま
せ
ん
。
英
語
な
ら
と
も

か
く
、
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
語
や
ペ
ル
シ
ャ
語
を
覚
え
て
も
、

評
価
は
さ
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
「
人
に
と
っ
て
何
か
大

切
な
も
の
」
を
心
の
ど
こ
か
に
と
ど
め
る
、
そ
の
こ
と
が

何
よ
り
も
か
け
が
え
の
な
い
収
穫
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ワ
ー
カ
ー
た
ち
の
記
録
は
、
彼
ら
自
身
の
変
化
し

表
紙
画
「
ヌ
リ
ス
タ
ン
幻
影
」

て
ゆ
く
貴
重
な
軌
跡
を
示
す
も
の
で
す
。
全
く
事
情
の
異

な
る
異
文
化
に
放
り
出
さ
れ
、
悲
喜
劇
と
泣
き
笑
い
を
繰

り
返
し
、
自
分
と
は
異
質
な
も
の
に
触
れ
た
鷲
き
と
戸
惑

い
の
記
録
で
も
あ
り
ま
す
。

私
の
こ
れ
ま
で
の
報
告
書
だ
け
で
は
理
解
で
き
ぬ
、
現

地
事
業
の
最
前
線
の

一
端
を
窺
い
、
私
た
ち
の
事
業
が
多

く
の
人
々
の
関
り
と
協
力
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
知

る
よ
す
が
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
『
丸
腰
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
す
べ
て
現
場
か
ら
学
ん
だ
j

〈
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
•
著
／
中
村
哲
・

編
四
六
判
並
製
四
0
0
頁

1
8
9
0
円
〉
は
石
風
社

刊
。
同
封
の
ハ
ガ
キ
で
注
文
で
き
ま
す
）
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み
喜
〗
こ
遍
言
円
皇
〗

哲

か
v
水
地
に
干

J
3
A

へ
じ
。
誓
虹
物~
叶

掘

越

VI

者
の
贄

村
テ
ご

□富

興
［
カ

を

を

J

を
下

て

ヌ

炉

境

ご

磁

碑9

芸

璽
は
謳
↓

這
述B
璽
言
ご
〗
ご
茂凰

＊
二
0
0
一
年
の

9
.
1
1
事
件
か
ら
五
年
が
経

っ
た
。

そ
の
報
復
と
し
て
始
ま

っ
た
ア
フ
ガ
ン
空
燥
は
、
今
も

な
お
続
け
ら
れ
て
い
る
。
カ
ン
ダ
ハ
ー
ル
を
中
心
と
す

る
ア
フ
ガ
ン
南
部
で
は
、

「旧
タ
リ
バ
ー
ン
」
と
称
さ
れ

る
グ
ル
ー
プ
が
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
を
錦
の
御
旗
と
す

る
外
国
軍
と
戦
闘
を
繰
り
返
し
、
連

H
「
殺
害
」
さ
れ

て
い
る
。
戦
闘
激
化
の
背
景
に
は
、
長
引
く
旱
魃
と
復

興
支
援
の
無
策
・
無
定
見
に
よ
る
農
民
の
疲
弊
が
あ
る
。

二
0
0
三
年
三
月
に
始
ま
っ
た
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
イ

ラ
ク
侵
攻
か
ら
も
三
年
以
上
が
経
ち
、
開
戦
理
由
で
あ

っ
た
、
フ
セ
イ
ン
政
権
の

「
大
最
破
壊
兵
器
の
保
有
」

と
「
ア
ル
カ
イ
ダ
と
の
関
係
」
も
公
式
に
否
定
さ
れ
た
。

そ
れ
で
も
、
先
制
攻
繋
に
「
正
当
性
」
を
付
与
し
よ
う

と
、
「
イ
ラ
ク
民
主
化
」
を
強
弁
し
、
同
盟
国
と
し
て
日

本
政
府
も
そ
れ
を
支
持
し
て
い
る
。

一
連
の
出
来
事
を

見
て
い
く
と
、
戦
争
と
は
、
「
集
団
妄
想
」
以
外
の
何
者

で
も
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
思
い
に
と
ら
わ
れ

る
。
「
反
テ
ロ
戦
争
」
と
い
う
妄
想
と
そ
れ
に
対
す
る
リ

ア
ク
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
妄
想
に
よ
っ
て
、

い
か
に
無
益
な
血
が
流
さ
れ
た
こ
と
か
。

9
.
1
1
テ
ロ
と
「
反
テ
ロ
戦
争
」
突
入
以
降
の
世
界

は
、
む
き
出
し
の
暴
力
が
顕
在
化
し
、

「理
想
」
の
追
求

へ
の
シ
ニ
シ
ズ
ム
と
「
現
実
主
義
」
が
横
行
し
て
い
る
。

●
事
務
局
便
り

石風社福岡市中央区渡辺通2-3-24
TEL 092 (714)4838 

アフガニスタンの
60叩診療所から

筑摩書房胃門悶翌開澱6-4

価格はすべて税込価格（税5%）です

テ
ロ
と
空
爆
が
「
深
く
思
考
」
す
る
こ
と
を
吹
き
飛
ば

し
表
面
の
印
象
判
断
が
世
界
を
覆
う
時
流
に
抗
し
て
、

忍
耐
強
く
考
え
具
体
的
に
実
践
す
る
こ
と
に
、
希
望
を

託
す
し
か
な
い
。

＊
訂
正
前
号
の
「
「
ら
い
」
表
記
問
題
」
と
い
う
問
題

(8
8
号
十
九
頁
）
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正

い
た
し
ま
す
。
誤
り
「
ら
い
予
防
法
廃
止
五
年
」
↓

「
ら
い
予
防
法
廃
止
十
年
、
国
賠
訴
訟
勝
訴
五
年
」

◎
村
か
ら

私
が
こ
の
会
を
知
っ
た
の
は
二
0
0
一
年
九
月
―
一
日

の
数
日
後
、
音
楽
仲
間
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
し
た
。
そ

れ
か
ら
自
分
の
バ
ン
ド
の
ラ
イ
ブ
の
時
な
ど
に
会
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
会
場
に
置
い
た
り
し
て
き
ま
し
た
。
事

務
局
で
お
礼
状
若
き
、
切
手
整
理
な
ど
を
す
る
よ
う
に

な

っ
て
三
年
。
自
分
は
い
つ
も
事
務
局
に
行
く
度
に
、

人
間
の
暖
か
さ
や
繋
が
り
の
大
切
さ
、
か
け
が
え
の
な

さ
を
感
じ
ま
す
。
現
地
の
話
を
聞
く
時
、

事
務
局
の

方
々
と
の
交
流
で
そ
れ
を
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
会
貝
及

び
支
援
者
の
皆
さ
ん
か
ら
送
ら
れ
て
来
る
お
便
り
で
も

そ
れ
を
感
じ
、
「
自
分
と
同
じ
思
い
の
方
々
が
色
ん
な
所

に
た
く
さ
ん
い
る
ん
だ
」
と
思
う
と
、
胸
が
熱
く
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
事
務
局
で
感
じ
ら
れ
る
人
間
の

暖
か
い
繋
が
り
が
、
い
つ
の
日
か
全
て
の
大
地
を
優
し

く
包
み
こ
む
日
が
必
ず
来
る
！
と
思
わ
せ
て
く
れ
る
カ

が
、
こ
の
会
に
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
(
G
O
T
C
H
A
) ，

 ①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西

辺
境
州
な
ら
び
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医

療
活
動
な
ど
を
支
援
し
、
必
要
な
情
宣
・
募

金
活
動
と
と
も
に
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
を
行
な

う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

③
本
会
は
、
思
想
・
信
条
に
と
ら
わ
れ
ず
、

「
支
え
あ
い
」
の
精
神
で
一
致
し
て
会
を
運

営
す
る
。

④
会
員
は
年
額
三
、
0
0
0
円
、
学
生
会
員

一
、

0
0
0
円
、
維
持
会
員

一
0
、
0
0
0
円
の

年
会
費
を
納
入
す
る
。

⑤
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創

意
工
夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動
を

行
う
。

⑥
本
会
は
会
誌
の
発
行
を
、
会
員
は
会
の
拡
大

に
努
め
る
。

⑦
本
会
は
総
会
に
於
て
若
干
名
の
運
営
委
員
を

選
任
し
会
の
運
営
を
行
う
。

役
員
の
改
選
は
毎
年
総
会
に
て
行
う
。

⑧
毎
年
一
回
総
会
を
開
き
、
会
計
報
告
お
よ
び

会
の
運
営
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を

F
A
R
A
H
O
U
S
E

（
〒
八
一
0
1
0
0
四

一
福
岡
市
中
央
区
大

名
一
丁
目
一

0
1二
五

上

村

第

ニ
ビ
ル
六

0
三
号

TEI
七
＝
ニ
ー
ニ
三
七
二
）
内
に
お
く
。

会

則
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